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2021

●何度注意しても状況が変わらず「行き詰まっ
た」と感じる瞬間は、先生も子どももつらいこ
とでしょう。特集１にありました「繰り返し同
じ注意をされなければならないことそのものが」
「重大な子どもの苦しみのサイン」という言葉に
はハッとさせられました。膠着（しているよう
に見える）中でも、小さな変化が起きている「奇
跡の瞬間」を見つけようとする心を忘れないよ
うにしたいものです。 
●ある「言葉」の認知度の高まりが、その状況
の把握をもたらし、対応が進んでいくというこ
とがあります。ヤングケアラーも、そのような
道筋の途上にある言葉なのではないでしょうか。
特集２に、研修会のあと「最近は『この子はヤ
ングケアラーかも？』という声が自然に出るよ
うになりました」という一文があります。援助
者も、そして子どもたち自身も、まずはこの言
葉を認知することの大切さを感じました。 

2021年　令和３年　９月号

定価 820円（本体 745円）
2021年９月１日発行

問題なく学校生活を送っているように見
える「いい子」。しかし、実は自分の能力
以上に頑張りすぎ、ストレスを溜めてい
ることも。「いい子」でいようとしすぎる
子への、かかわりの工夫を考えます。

指導やかかわりの意図が子どもに伝わら
ず、空回りしてしまうことがあります。
どんなときに空回りしやすいのかを考え
ながら、「熱心さが生きる」指導・かかわ
りにするための留意点を紹介します。


